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第１９回協議会での事務局提案事項 ①

第１９回資料（抜粋）



物流企業合同説明会＆トラック乗車会の開催

●プログラムの進行表

概要時間

1部「合同企業説明会」受付開始
11：00
～

事前説明、企業PRタイム11：30

説明会開始12：00

1部終了13：30

移動30分（無料送迎バスor自家用車）

2部「乗車会」開始14：00

2部終了
※自家用車の方は現地解散

16：00

移動30分（無料送迎バス）

1部会場到着16：30

物流企業合同説明会＆トラック試乗会の開催概要



物流企業合同説明会＆トラック乗車会の開催

実施概要・結果

合同説明会と乗車体験会の

参加総数（説明会）：２７名
※参加企業からは、ドライバーの
雇用に繋がったとの報告もあり

着席数0名の企業はなく、

3名以上の企業が89.6％

と着席数はどの企業も比較的多かった



物流企業合同説明会＆トラック乗車会の開催

参加企業・参加者アンケートの結果（抜粋）と分析

■アンケート結果（参加企業）

イベント全体の満足度は「とても満足」が26.3％、「やや満足」が57.9％と84.2％の企業が満足と回答。

開催時間については「適切」が84.2％と多かったが、「やや短い」の回答もあった。

乗車会と2部制にしていたため、1部の時間が短くなってしまったので、企業説明会の時間を30分～1時間伸ばすことでより企業

の満足度を高めることができたかもしれない。来場者数については88.9％の企業が「やや少ない」、「少ない」と回答しているた

め、広報の方法やプログラム内容を見直して、来場に繋げる工夫を行う必要がある。



物流企業合同説明会＆トラック乗車会の開催

参加企業・参加者アンケートの結果（抜粋）と分析

■アンケート結果（参加者）

合同企業説明会、トラック乗車会の満足度については「とても満足」、「やや満

足」が92％と高く、来場者の方には満足いただけるイベントになった。

応募したい企業があったかの質問についても「なかった」と回答した方は、

4.2％と低く、同様のイベントと比較した際にも良い結果となった。



物流企業合同説明会＆トラック乗車会の開催

• 求職者の申込が想定よりも伸びず、目標人数よりも低い参加人数となってしまった。
• 今後、同様の取組を実施する際は求職者への有効な広報をさらに力を入れる必要がある。
• トラック乗車会への参加率は想定よりも多く、実際に乗車することでイメージが掴めた、ドライバーに憧
れがあったので楽しかったなど好評であった。

• 企業説明会では、1人当たりのブース訪問数が3社以上回った方の割合が91.3％と多く、多くの企業ブース
に訪問していただけた。

• 「応募したい企業があった」もしくは「検討したい企業があった」と回答した割合は95.8％あり、実際に
対面形式で仕事内容・職場環境・待遇面を聞くことで良いイメージを持つことができ応募意欲を高めたと
判断できる。

• トラックドライバーに対してのイメージとしては労働時間が長い、生活が不規則になりがちが上位の２つ
であった。

トラックドライバーを職業選択としてもらうためには1日の勤務時間や休日数を充実さ
せる必要がある。また、大きな自動車を運転することへの不安も多かったため、本事業
のような乗車体験会を通してイメージを掴んでもらうことや、入社後の研修や一人立ち
するまでのフォローを手厚くすることで不安要素を解消することができると考える。求
人情報のみを入手することで得られる情報量は限定的なため、今後も定期的に企業×人
材が直接情報交換できる場を提供することで業界イメージの払拭することにより人材が
確保できる可能性が高まると考える。

総括

今回、協議会として初開催の物流企業合同説明会＆トラック乗車会の経験を踏まえて



物流企業合同説明会＆トラック乗車会の開催
【参考】開催にあたっての工夫点（当日の運営）



物流企業合同説明会＆トラック乗車会の開催
【参考】開催にあたっての工夫点（事前広報）

●実施した広報

今回1/20～1/31での短期運用を実施し、クリック率は、クリック単価11円、

クリック率1.11％となり、平均値（30円、0.3％）と比べてもかなり高効率な配信パフォーマンスであった。



第１９回協議会での事務局提案事項 ②

第１９回資料（抜粋）

参考
（改正概要）



岡山県内における要請活動等の取り組み状況（岡山県地方協議会名による要請）

11

【目的・背景】

「標準的な運賃」が荷主等への適正な転嫁を目的に令和６年３月２２日に改正され、今後、トラック事業
者から改正された「標準的な運賃」を基に運賃交渉が増えることが予想されることから、荷主も多く加盟
する関係経済団体に対しトラック事業者から運賃交渉の申し出があった際には交渉に応じていただくよ
う要請することによりトラック事業者の運賃交渉を後押し。

【要請のポイント】

・荷主企業や荷主関係団体も構成員として参加している「トラック輸送における取引環境・労働時間改善岡山県地方
協議会」名による関係者一丸となった要請であること。

【要請日】 令和６年５月２９日（水）

【要請先】 岡山県商工会議所連合会・岡山県経営者協会 岡山県商工会連合会
岡山県中小企業団体中央会・岡山県経済団体連絡協議会

要請の概要

【要請先の反応】

会報誌やメールマガジン等で会員企業に対して周知いただいた。
「輸送業界全体の問題だという理解を広げ、生産性の向上やドライバーの賃上げに取り組んでいく。」
（岡山県商工会議所連合会 松田会長談）

【マスコミ取材】
（新聞・ＷＥＢ掲載）山陽新聞、中国新聞、読売新聞、日刊工業新聞
（テレビ）ＮＨＫ岡山放送局、KSB瀬戸内海放送、

ＲＳＫ山陽放送、ＲＮＣ西日本放送、ＯＨＫ岡山放送

要請当日の状況


